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１．概要（Summary） 

近年、Internet of Things（IoT）技術の普及に伴い、

人間の生体情報を取得および使用する試みが増えてい

る[1]が、動物についてはそれほど報告例が無い。 動物

の重要な生体情報の一つである心拍数を検出するため

の心拍数測定デバイスの作製を行う。デバイスの原理に

は、圧電素子を用いて心拍の振動を検出する方法を考案

する。今回、デバイスの保護と絶縁のため、京都大学ナノ

テクノロジーハブ拠点（桂）のクリーンルームの設備を利用

して、ポリパラキシレンの成膜を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

パリレン成膜装置 

 

【実験方法】 

圧電特性を持ったデバイスを開発する為に、基板上に

下部電極層、圧電層、上部電極層、保護層の順で４層の

膜を堆積する。 

基板と下部電極層は、銅箔付きポリイミドフィルムをエッ

チングし作製を行った。下部電極層のパターンを形成し

た後、圧電層には P(VDF-TrFE)、上部電極にはフレキ

シブルで有りながら導電性を有する PEDOT:PSS を、そ

れぞれスクリーン印刷により成膜、パターニングした。保護

層は、京大ナノハブにてポリパラキシレンを蒸着すること

で堆積を行った。最後に 4 層を堆積したデバイスに圧電

特性を持たせるために、分極処理を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

分極処理を行った結果、絶縁破壊により、圧電層が破

損してしまった(Fig. １)。 

この原因は、スクリーン印刷時に気泡が入っており、圧

電膜を介さずに電圧が印加されてしまい、かつ、分極処

理時に電源の出力とデバイス間に過電流を防止するため

の抵抗を接続していなかったことが考えられる。 

今後の予定として、気泡の少ないスクリーン印刷の条件

だし、デバイスのパターンの変更や、分極処理方法の再

考案をして再び作製を行う予定である。 

 

 

Fig. 1. Heart rate measurement device with 

insulation breakdown. 
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